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コンソーシアムの概要

名  称 ：一般社団法人 次世代システム運用コンソーシアム
（英文名：Next Generation System Management consortium）

設 立 日 ：2023年10月2日（2024年10月1日に一般社団法人化）

事 務 所 ：東京都千代田区五番町12-1 番町会館

代  表 ：上坂 貴志（キンドリルジャパン株式会社）

活動目的：システム運用の高度化や自動化の推進、人財育成に貢献する活動を通じて、システム運用分野の地位向上
およびそれに関連する社会課題の解決を図る

会 員：23社（2025年1月末日現在、50音順）
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次世代システム運用コンソーシアム概要

日本のITシステム運用の最先端化を目指す

日本のITシステム運用を取り巻くさまざまな課題の解決と価値提供を目的とした「次世代システム運用コンソーシアム」の設立

（活動内容）

• システム運用における最先端技術（AIやVR等）の実用化の研究

• 調査研究活動、情報交換、勉強会、講演会

• 認知度向上に向けた上記活動の広告、宣伝
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研究委員会

WG

次世代システム運用コンソーシアム概要（組織体制）

次世代システム運用コンソーシアム 組織体制

組織構成図
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運営委員会 委員長：川瀬 正晴

委員

広報・編集委員会 委員長：山下 文彦

委員

研究委員会 委員長：片岡 浩

委員

技術研究WG 運用プロセス変革WG 組織・人材変革WG

社員（会員） 正会員

事務局 局長：小島 恭

局員

監事：田村 郁

理事会 代表理事：上坂 貴志

副代表理事：舩越 真樹

理事
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運用高度化/自動化（AIOps）ワーキンググループ

• 新技術によるIT運用の標準化・自律化を中心に、日本のシステム運用における
AIOpsの導入・活用事例や実践研究についての提言をまとめる

運用仮想化（VRxOps）ワーキンググループ

• バーチャルリアリティ技術を活用した効率的な情報共有・連携・訓練の事例や研究について提言をまとめる

• また、VR/AR開発のための人材育成や、防災訓練など仮想空間でのシステム運用の実用化を推進するた
めの知識とスキルを高めることを目指す

攻めの運用 －運用をトリガーとしたビジネスへの貢献および地位向上のためのワーキンググループ

• IT運用を魅力的な職種や職場にするため、組織化、研究、変革、改善、新技術による
ビジネス貢献の実現に重点を置く

• 具体的な提言として、持続可能性の取り込み、スキルの変革、パワーのバランス、若い人材の育成などを行う

チーム① : AIを活用した運用高度化の「標準作成」と「高度化レベルを定義」 : 17名（ 8社）
チーム② : AIの能力を理解し適切な運用方法を定義 : 29名（11社）

チーム④ : 運用エンジニアの育成とキャリアパス定義 : 19名 （ 9社）
チーム⑤ : 運用業務のあるべき姿、目指すべき姿を定義 : 24名 （ 9社）

チーム③ : 将来の運用仮想化の実現に向けた新技術活用の探求 : 17名（7社）

WG全体で15社106名で活動

前期ワーキンググループ 活動内容
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前期WG 活動内容 - 運用高度化/自動化（AIOps）ワーキンググループ -
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チーム① : AIを活用した運用高度化の「標準作成」と「高度化レベルを定義」 （参加者17名（8社））

（成果発表資料イメージ）

（狙い） AI活用の先行事例（自動運転レベルなど）をもとに、システム運用の高度化レベル定義を行いAI活用を推進する。
（活動状況） ・他業界のAI/自動化レベル定義をもとに、システム運用における適用範囲の検討

・運用高度化レベル定義（案）の作成
・レベル定義の評価/見直し
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チーム② : AIの能力を理解し適切な運用方法を定義（参加者28名（11社））

（成果発表資料イメージ）

（狙い） AIの能力と信頼性を正しく把握し、AIと人間の役割分担を適切に定義することで、AI活用を推進する。
（活動状況） ・システム運用の課題とAIの活用可能性の洗い出し/整理

 ・AIの信頼性と人間との役割分担についての考察
 ・AI活用が行きついた先の、人間の役割・スキルの再考

1. IT運用におけるAiの
活用可能性の探索と整理

IT運用業務における課題について
整理し、AIで解決できる場面を考察
DX化できていない課題を解決してか
らAI活用となるケース等を整理

DX化 ルール
ベース
AI

機械
学習
AI

生成
AI

0 問い合わせ
受領

〇 〇 〇

1 障害検知 〇 〇

2 復旧対応 〇 〇 〇

3 関係者連絡 〇 〇

前期WG 活動内容 - 運用高度化/自動化（AIOps）ワーキンググループ -



前期WG 活動内容 - 運用仮想化（VRxOps）ワーキンググループ -
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チーム③ : 将来の運用仮想化の実現に向けた新技術活用の探求 （参加者16名（6社））

（成果発表資料イメージ）

（狙い） VRゴーグル上の状況に沿って活用することで、システム運用業務へのVR技術の有用性を評価する。
（活動状況） ・VRゴーグルを使用した仮想空間でのコミュニケーション/会議の体験

・システム運用業務におけるVRゴーグル適用可否のディスカッション
・VRゴーグルを用いた仮想空間での定例会議の実施/評価

3. 評価2. 仮想空間での検証1. システム運用でのVRゴーグルの利用ケースの洗い出し

ツール 参加人数 参加方法MTG
プレ
ゼン

ファイル
共有

総評（メリ・デメ）

リ
ア
ル

会議室の
物理的な

大きさに依存

オン
サイト 〇 ◎

スクリー
ン表示

表情、仕草などから相手の反応が
確認できる。
1ヶ所に集まる必要があるため、
会議室の空状況や集まるのに時
間が必要。

W
e
b

1,000名
規模で
参加可能

リモート △ △
画面
共有

喋っている方がいると他は聞い
ているのみ、話すタイミングの間
が難しく、喋りだしが被るケース
も多い。
大人数だと相手の表情が分かり
辛い。場所の制約がなく大人数が
参加できるのは良い。

V
R

16名
(Workroo

ms)
リモート ◎ 〇

スクリー
ン表示
画面
共有

リアルとWebそれぞれのメリット
が共有できる。
VRゴーグルが必要なため初期投
資が必要。
バッテリーの関係で最長でも2時
間程度の会議が限界。
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チーム④ : 運用エンジニアの育成とキャリアパス定義

（成果発表資料イメージ）

（狙い）       システム運用で身につくスキル/キャリアを整理し運用業務の魅力を発信することで、運用を担う人材確保に繋げる。
（活動状況） ・システム運用業務を持ち寄り、業界のスタンダードを議論

・ITILをベースにとしてシステム運用業務を選定し、業務内容と必要スキルを整理
・次世代システム運用コンソーシアムのWebサイト掲載に向けた準備

前期WG 活動内容 - 攻めの運用 －運用をトリガーとしたビジネスへの
貢献および地位向上のためのワーキンググループ -
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チーム⑤ : 運用業務のあるべき姿、目指すべき姿を定義

（狙い） 運用業務のあるべき姿、目指すべき姿を定義する
（活動状況）  ・各社でのシステム運用業務における現状/あるべき姿を議論

 ・あるべき姿へシフトできない要因の洗い出し/真因についての議論
 ・対応案の洗い出し
 ・各社における運用業務変革の事例の収集

（成果発表資料イメージ）

前期WG 活動内容 - 攻めの運用 －運用をトリガーとしたビジネスへの
貢献および地位向上のためのワーキンググループ -



運用あるべき姿、目指すべき姿（バリューストラクチャー）

© Next Generation System Management consortium All Rights Reserved.

情報化戦略
の立案

システム
企画

システム
設計・開発

本番稼働
判定

システム
運用

フィード
バック

顧客
ビジネス

・〇〇の実現
・〇〇リードタイム短縮
・原価低減 〇億/年

目指していること/効果

エンド
ユーザー

DevOps

かけがえのない存在であること

暮らし/商品/ｻｰﾋﾞｽへの恩恵

もっといい運用づくり
（高品質/効率化)

もっといいシステム
（サイクル早く）

システム
マネジメント

システム
デザイン

効果出し

効果の源泉 効果の作りこみ

全体サイクルが好循環すること

14
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 私たち次世代システム運用コンソーシアムの活動の１つであるワーキンググループ（WG）は、システム運用に関わる企業が集い、

組織の垣根を越え、足元の課題・問題にとらわれることなく自らテーマを設定し、次世代のシステム運用をどのようものにしたいか考え、

どのように実現するかを調査・研究し、実践に繋がるアウトプットを共に創り出すコミュニティ活動です。

 活動を継続し、進化させていくことによって「システム運用の地位向上」という結果につなげていきたい。これが私たちの想いです。

是非私たちと一緒にワーキンググループの活動を通じ、次世代システム運用コンソーシアムのパーパスを実現させましょう！

『システム運用に携わるすべての人がワクワクできるように運用の仕事をクリエイティブかつ魅力的なものにする』

次世代のシステム運用が新しい価値を

提供するために３つの観点（※技術・プロセス・人材）に

着目し、３つのＷＧを軸として活動していきます。

ワーキンググループについて

※ ITIL4がサービスをとらえる4つの側面
「組織と人材」「情報と技術」「パートナとサプライヤ」
「バリューストリームとプロセス」を参考に検討
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３つのワーキンググループ

WG 活動内容

技術研究WG • 人に依存しない運用の理想形を模索し、AIやXR技術などの新技術を活用した高度化（効率化、
自動化）の活用事例や実践研究についての提言をまとめる。

• 新技術を活用した海外含む先進事例を整理し、日本企業が取り組むべき課題について提言をま
とめる。

運用プロセス変革WG • プロセスの変革を通じて運用を高度化し、新たな価値を生む次世代ロールモデルや基本原則／
ガイドラインについての提言をまとめる。

• システム運用における働き方の課題を整理し、あるべき姿を検討して課題解決に向けた提言を
まとめる。

組織・人材変革WG • 次世代のシステム運用に必要なスキルを定義し、キャリアパスを明確化するとともに、資格制度
の検討など具体的な人材育成方法の提言をまとめる。

• 次世代のシステム運用におけるあるべき組織を考え、そこに携わるメンバーの役割と責任を明
確にし、組織変革にむけた提言をまとめる。

WG活動として下記3つのWGグループ立上げ活動を行う。（WG毎の詳細は次ページに記載）
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次世代システム運用コンソーシアムでは、日本のITシステム運用の最先端化を目指し、
２０２3年より開始、その活動を継続、進化させていきたいと考えております。

■２０２５年からの３つのＷＧ活動 （技術研究ＷＧ、業務プロセス変革ＷＧ、組織・人材ＷＧ）

活動テーマ候補一部抜粋
～ 新たな価値を生み出す「次世代ロールモデル」や「基本原則／ガイドライン」についての提言 ～

本日のご説明が、少しでも貴方ワーキンググループ活動のヒントになれば幸いです。
また、近しいテーマでの検討となりますので、今後とも連携密に進めさせていただきたく
どうぞよろしくお願いいたします。

最後に
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https://ngsm-conso.jp/

https://ngsm-conso.jp/
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